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研究成果の概要（和文）：助成期間中、英語学習者の発信技能を評価する指標に関する研究をおこなった。英米大規模
コーパス、多読用英語リーダーの英文テキストデータ等から抽出した語彙リストと編集委員として参画した大学英語教
育学会(JACET）の新JACET8000とを比較検討して、頻度上位3000語を日本人英語学習者の発信語彙として確定した。研
究協力者の英文ライティング課題等を参考にして、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）A2～C1の当該レベルの英語力を
持った学習者であればライティングでおおむねクリアできる文法事項や文構造と思われるものをリストアップすること
で評価指標案の策定をおこなった。

研究成果の概要（英文）：This project aimed at making a system which evaluates English learners' 
productive knowledge. Based on large spoken corpora, English graded reader texts and other related 
English text data, several frequency-based wordlists were compiled, and compared with the new JACET List 
of 8000 Basic Words (new JACET800). A close examination suggested that the top 3000 words of the new 
JACET8000, JACET3000, could be used as the lexical base when English learners' productive vocabulary is 
evaluated. Students' English writing and criterial features of Hawkins & Filipovic (2012) were compared 
to make a list of distinctive properties which represent levels of the Common European Framework of 
Reference (CEFR), and which range from A2 to C1. Our tentative conclusion is that JACET3000 and the CEFR 
distinguishing syntactic level markers are two core components on which the productive knowledge and 
skills of English learners are evaluated.
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１．研究開始当初の背景 
 英語を母語としない人のための英英辞書
の辞書定義語、多読用英語リーダーの使用語
彙に関して、コーパス言語学の手法を用いた
研究や分析は散見される（上村，2012）。し
かし、英語発信技能の観点から、多読用英語
リーダー等の英語リソースの文法や語彙を
英語習熟度のスケールとして指標化して活
用する研究は、ほとんど着手されていなかっ
た。 
 
２．研究の目的 
 英語を話したり書いたりする際に不可欠
となる発信語彙の特定と CEFR 関連文献デー
タベース（多読用英語リーダーのテキストデ
ータ、T-series 文献、English Profile 等）
を利用した英語発信能力の評価システムの
構築を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 英語発信語彙策定のために、英米大規模コ
ーパス、ESL/EFL 学習者向けの英語辞書定義
語リスト、CEFR 関連文献（多読用英語リーダ
ーの英文テキストデータ、T-series 文献）か
ら頻度順語彙リストを作成し、既存の英語の
高頻度語リストとの比較検討をおこなった。 
 近年の CEFR 関連の英語研究、特に
EnglishProfile、学生研究協力者による英語
の自律学習状況についてのモニタリング、外
部の英語試験（TOEIC 試験、Oral Proficiency 
Interview by Computer (以下、OPIc)の結果、
英語ライティングソフトウェア（ETS 
Criterion）を用いた学生英文ライティング
の分析などをもとに、英語習熟度別の英語の
文法素性（統語構造や節構造）に着目した英
語発信技能評価指標（案）に関する研究をお
こなった。 
 
４．研究成果  
（１）上村 
 英語の高頻出語や出現頻度の高い統語構
造や文法事項をもとに日本人英語学習者の
習熟度を計る評価基準の策定を試みた。 
 研究代表（上村）は、本プロジェクトと並
行して、大学英語教育学（Japan Association 
of College English Teachers, 以下、JACET）
の新 JACET8000 策定に参加した。本プロジェ
クトによる高頻度候補語と新 JACET8000（特
に頻度上位 3000 語（以下、JACET3000）との
比較検討をおこなったところ、両者には高い
相関関係が認められたため、汎用性の観点か
らJACET3000を発信語彙リストとすることに
した。なお、発信語彙リスト策定の副産物と
して、英米を中心とする地名、人名に関する
語彙リストも作成した。 
 CEFR関連文献とCriterion課題学生英文ラ
イティングデータの分析などをもとに、習熟
度別の英語の文法素性（統語構造や節構造）
に着目した英語発信技能評価指標（案）を考
案した。 

 今後は、本プロジェクト成果物をもとに、
1)高頻度語JACET3000を用いた日本人英語学
習者の発信英語の調査と分析、2)英語発信技
能評価指標（案）を用いた TED 英語（www.ted. 
com/talks、www.ted.com/watch/tedx-talks）
の検証を中核とした研究で活用するととも
に、同指標のさらなる精選を予定している。 
 
（２）雪丸 
 日本人大学生の自律的な英語学習を促進
する手段の一つとして、多読活動の効果につ
いて調査し、英語発信技能の育成の可能性を
探究した。少人数の学生協力者を対象に英語
多読を実施し、質問紙及び聞き取りによる調
査ならびに各種テストを実施した。調査の結
果、多読テストの成績はやや向上し、多読に
対する学生協力者の反応は概ね良好であっ
た。他方で、多様な学生が自律的に多読を続
けるための工夫が必要であることが明確に
なった。また、多読が英語発信技能の向上に
良い影響を与える可能性も示唆された。 
 自律的な英語学習の一手段としての多読
による英語発信技能の育成の可能性を探究
すべく、少人数の日本人大学生を対象に主に
質的なデータを収集した。研究協力者の自律
的な多読に対する反応は概ね良好であり、事
前・事後テストの成績にも変化が見られたた
め、英語学習に関して一定の効果があったと
考えられる。ただし、自主的に研究に協力し
ている時点で動機付けが高いにもかかわら
ず、自律的な多読の継続が難しいと感じる者
もいたことから、自律的な多読を手助けする
ための工夫を検討する必要がある。 
 
（３）唐津 
 本プロジェクトでは、多読用英語リーダー
の電子ファイル化、ETS の Criterion を用い
て、長崎県立大学の担当授業「コースゼミナ
ールＡ」の受講者の英文ライティングの検証
をおこなうとともに、同期間中に研究論文を
3本執筆した。 
 Karatsu (2016)では、CLIL の視点から批
判的思考を兼ね備えた異文化間能力
(Critical Intercultural Competence (CIC)）
を養成する際に映画の利用が有効であるこ
とを論考した。CLIL の教授法を取り入れた授
業展開がなされたかについて述べ、語学教材
用として学習者用に編集されたものではな
く、実際の世の中で触れられるオーセンティ
ックな生の教材を使用したこと、学習科目知
識、批判的思考力、異文化意識、共同学習、
「正解のないディスカッション」を重視した
ことについても詳述している。そして CIC を
高めるために、CLIL 型の授業において映画を
使用することの有効性と可能性について考
察した。 
 
（４）山内 
 英語スピーキング試験 OPIc、英語学習履歴
とTOEICリスニング・リーディングテスト（以



下、TOEIC L&R）との関係を調べ、学生の英
語力の伸びについて考察した。 
 OPIc は英語のスピーキング力を測定する
試験で、American Council on the Teaching 
of Foreign Languages（ACTFL、www.actfl. 
org/）が開発したテストと評価基準を利用し
て行っている。OPIc を利用して日本人学生の
英語スピーキング力について検証した。研究
協力者数は全部で 14 名と少なかったこと、
また、複数回受験者がわずか 5名であったこ
とから、全学生研究協力者のスピーキング力
の伸びの測定はできなかった。ただし、複数
回 OPIc を受験した学生研究協力者のスピー
キング力は、日本の他大学の事例と比較して
伸びが大きかった。   
 学生研究協力者の TOEIC L&R スコアによる
CEFR のレベルと OPIc テスト結果による CEFR
のレベルとは、完全な相関関係にはなかった。
リスニング、リーディングに特化した TOEIC 
L&Rとスピーキング試験に特化したOPlcとで
は、完全一致しないのは当然かも知れない。
また、研究協力者の OPIc による英語発信能
力（スピーキング）評価については、受験者
の試験形態や「英語で話すこと」への不慣れ
が関与した可能性も否定できない。 
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